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　最近の研究によると，がんはがん遺伝子，がん抑制遺伝子の異常が蓄積して生じること（多段階発がん）と理
解されている．したがって，臨床医やがん患者にとっての“がん”は，臨床症状を伴い遺伝子異常がいくつも蓄
積している．一方，基礎のがん研究者は，まだ症状のない一個のがん細胞から臨床症状を伴うまでの約20年～30
年の期間の“がん”を対象としている．
　がんの予防を考える場合，ある物質（薬）でもって，がん化の進行をもっと緩慢にし，この20年～30年の期間
をもっと長くして，臨床的ながん腫にならないようにすることを目的としている．この考え方は，麻疹，天然痘，
結核等の予防と本質的に異なる．1998年アメリカでは，タモキシフェンが乳がんの予防薬として最初の認可を受
けた．例えば，13，388名を対象にしたタモキシフェンの投与は，浸潤性乳がん49％，非浸潤性乳がん50％の予防
効果をもたらした．しかし，子宮内膜がんの増加，血液凝固の新進を伴った．アメリカ癌研究所のクラウスナー
所長は，それにしても歴史的な結果である，次は，副作用のないがん予防薬の開発が必要であるとコメントした．
　副作用の無いがん予防薬として注目されているのが日本古来の緑茶である．がん予防の研究が始まった1983
年から，私共は緑茶カテキンの主成分，エピガロカテキンガレート（EGCG）について研究を始めた．幸いにも
その後，国内国外の研究者も参加され，EGCG，あるいは，緑茶エキス（お茶の水分をとばし乾燥したもの）の経
口投与が，いろいろな動物臓器の発がんを抑制することも報告された．しかも，埼玉県民を対象とした疫学デー
タから，1日10杯以上の緑茶飲用は，肺，大腸，直腸，肝臓，胃等のヒトのがんを予防することが示された．こ
れらの臓器のがんは，日本人が罹患する主ながんである．
　世界のお茶の消費は，紅茶80％，緑茶20％といわれる．紅茶を飲用するアメリカでは，日本の伊藤園が生産し
た緑茶エキスのカプセルをがん予防薬とする開発研究が，FDAの承認を得て進められている．一方，緑茶を飲用
する日本では，がん予防飲物として研究を進めている．例えば，上記の疫学データによると，1日10杯以上の飲
用者は男性29％，女性13％であった．残りの方々に，緑茶10杯のカテキン量（約1．5g）を摂取可能とするため，
通常の緑茶飲用プラス緑茶エキス（錠）の飲用を薦めている．日本古来の生活に結びついたがん予防法，或いは
広く，生活習慣病の予防法である．
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